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東 京 電 力 株 式 会 社
福島第一原子力発電所共用プール連絡ダクト止水工事

【平面図】

【現状概要】

・ 集中廃棄物処理施設（プロセス主建屋）から汚染

水が流入し、また地下水が流入。

・ 月に一回程度、ダクト内の水を移送

水位
O.P.+4.7m
程度

水中ポンプ

写真①

写真②

写真③

※H24.10.18現在

【断面図】

（１）共用プール連絡ダクトの現状について

北側ダクト

南側ダクト

プロセス主建屋

サイトバンカ建屋

共用プール連絡ダクト
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●　共用プール連絡ダクト水位

 12月23日　共用プール連絡
 ダクトから雑固体廃棄物減容
 処理建屋への移送を実施

 １月５日　流入が確認
 されたケーブル管路の
 切断、止水を実施

 ３月14日 　水移送を
 再度実施  水移送を繰返し実施

（２）地上部周辺・ダクト内部写真

【水位グラフ】

① 地上部周辺状況 ② ダクト内部状況

※地震前 ※地震前

③ 接続ピット内部状況
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【濃度グラフ】

福島第一原子力発電所共用プール連絡ダクトの止水工事
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【施工断面図】

ダクト部：セメントベントナイト充填

（３）接続部止水方法

【施工概要】

接続ピット部：可塑性材料充填

プロセス

主建屋

開口部

約4.75m

約2.4m

O.P.+5.25m

約50m

プロセス
主建屋水位
O.P.+4.7m程度

プロセス主建屋接続部からの汚染水漏えい、および
ダクト内への地下水流入を防止することを目的に、
ダクト内をセメント系材料で充填する。

水中ポンプ
O.P.+2.37～2.68m

①

③⑤

②、④、⑥

AREVA設備

立坑O.P.+10m

福島第一原子力発電所共用プール連絡ダクトの止水工事

プロセス主建屋

サイトバンカ建屋

共用プール連絡ダクト
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③ 接続ピット部の充填③ 接続ピット部の充填

④ ピット部溢水分の水移送④ ピット部溢水分の水移送

⑤ ダクト部充填⑤ ダクト部充填

（４）施工フロー

② ダクト部の汚染水を移送② ダクト部の汚染水を移送

⑥ 残水処理、後処理など⑥ 残水処理、後処理など

① 準備工事① 準備工事 ・立坑、充填口設置 など

・水移送量：100～200m3程度

・充填口より配管を通じて充填

・充填材料：可塑性材料（水中施工、約60m3）

・水移送量：60m3程度

・充填口や開口部から配管を通じて充填

・充填材料：セメントベントナイト

（気中施工、約600m3）

福島第一原子力発電所共用プール連絡ダクトの止水工事


